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河川環境の保全と防災・減災に関する研究

研究内容

河道内樹木管理、PIV解析、河川遡上津波、防災教育KeyWord

このテーマに関連する東北SDGｓ研究実践拠点 防災・減災技術研究拠点

このテーマに関連するSDGs開発目標 広瀬川の水制工

上記研究内容に記載した項目において、いずれも地域・産学連携の可能性
があるものと考えているが、以下に連携の可能性が高い項目について例示
する。
●植生工の水理特性に関する研究：研究で得られた知見の現場への提供
と現場からのフィードバックを反復することでより実践的な河道内樹木
管理計画の立案の支援
●河川表面流のPIV解析：洪水時の面的な流速場の把握や河道改修前後
の流れの変化の定量的な評価が可能であり河道改修の効果の評価に有
用な資料の提供
●３D防災すごろくの開発：災害時の人的被害の低減に大きな効果を発揮
する防災教育に活用できる防災すごろくの開発を進めており、共同開発
や防災すごろくを利用しての教育の実践

地域・産学連携の可能性

　河川環境の保全と防災・減災に関して、主に水理模型実験と数値シミュ
レーションを用いて研究を行っている。また、実河川への応用事例として河
川表面流のPIV解析にも取り組んでいる。さらに、防災・減災の根本は“命を
守ること”であり、そのためには教育が大切であると考え、日常的に遊びな
がら学べる教材の開発にも取り組んでいる。
　具体的なテーマは以下に示す通りである。
●植生工の水理特性に関する研究
●UAV空撮映像に基づく河川表面流のPIV解析
●河川を遡上する津波の水理学的性質に関する研究
●粒子法を用いた河川遡上津波のシミュレーションモデルの開発
●３D防災すごろくの開発

PIV解析によって得られた河川表面流速のベクトル図

(本研究室で解析）
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 Vector map: Cross 64 75%, 77×42 vectors (3234)
 Burst#; rec#: 1; 1 (1), Date: 1970/01/01, Time: 09:00:00:000
 Analog inputs: 0.000; 0.000; 0.000; 0.000

UAVによる実河川表面流の空撮データ

(提供：株式会社建設環境研究所）
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 Image size: 1280×720 (0,0), 8-bits
 Burst#; rec#: 1; 1 (1), Date: 1970/01/01, Time: 09:00:00:000
 Analog inputs: 0.000; 0.000; 0.000; 0.000


